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水道事業におけるデジタル化の推進 
－業務のさらなる効率化・高度化に向けて－ 

背景 
 

 日本の水道事業は、人口減少に伴う水需要の減少や施設の老朽化、職員数の減少などの深刻な課題に直面し

ており、将来にわたって国民に安心・安全な水サービスを提供し、事業運営を持続可能にしていくためには、

これまで以上に業務の効率化、コストの削減を図る必要があります。 

 このような中、政府は、水道をはじめとする生活インフラの効率的な管理・運用を促すため、積極的に新技

術を活用し、インフラのデジタル化を推進する方針を掲げており、当協会は、事業者におけるデジタル化の取

組に関する調査、計画等を積極的に支援しています。 

● スマート水道メーター 
 

 スマートメーターとは、電気、ガス、水道等の使用量をデジタルで計量し、データを遠隔地に送ることがで

きるメーターです。電気・ガス事業ではすでに導入が進んでいますが、水道においても、厚生労働省による

「IoT活用推進モデル事業」推進の動き等を受け、近年、導入に向けた研究や活動が活発になっています。 

 スマート水道メーターの導入によ

り、検針の自動化による省力化、漏

水箇所の早期特定、管口径の最適

化、管データの見える化、といった

効果が期待でき、水道事業の基盤強

化につながります。また、電気・ガ

ス事業者との連携による共同検針に

向けた取組も進められており、検針

のさらなる効率化やサービスレベル

の向上が期待されています。 

● 水道標準プラットフォーム 
 

 経済産業省と厚生労働省は、水道事業における IoT 技術活用の具体策として、これまで各水道事業者が所有

する個別のシステムで管理してきた情報やデータを横断的に利活用できるようになる水道情報活用システムの

検討を進めてきました。その中核をなす、データ流通の基盤となるプラットフォームが、「水道標準プラット

フォーム」です。 

 この標準化されたプラットフォームを用いることにより、水道事業者等は現場のデバイスやシステム（遠隔

監視システムや監視装置用デバイス、料金や会計等の事務システム等）を一元的に管理することができるよう

になるほか、クラウドを使うことで、サーバを設置する必要がなくなります。また、別の水道事業者が所有す

る情報やデータ活用もスムーズに行えるようになります。こうしたことにより、事業の効率化・コスト軽減、

水道事業基盤の強化、広域化・広域連携の推進が期待できます。 

（出典：水道技術研究センター） 

（出典：経済産業省） 



● BIM/CIM（Building/Construction Information Modeling, Management） 
 

 BIM/CIM とは、調査・計画・設計段階から BIM/CIM モデル（構造物等の3次元モデルとその属性情報を

組み合わせたもの）を導入し、その後の施工、維持管理の各段階においても情報を充実させながらこれを活用

する手法です。事業全体にわたる関係者間で情報・データを共有することにより、一連の建設生産・管理シス

テムにおける受発注者双方の業務の効率化・高度化を図ります。 

 これにより、ミスや手

戻りの大幅な減少、単純

作業の軽減、工程短縮や

施工現場での安全性向上

等に加え、質の高いイン

フラの整備・維持管理に

よるサービスの向上、建

設業界に従事する方々の

モチベーションの向上等

も期待されています。 

● IoT の活用に係る財政支援と取組事例 
 

■水道事業におけるIoT活用推進モデル事業 
 

  厚生労働省は、広域的な水道施設の整備と併せて、IoT の活用により事業の効率化や付加価値の高い

水道サービスの実現を図るなど、先端技術を活用して科学技術イノベーションを指向するモデル事業に

ついて、先端技術を用いた設備の導入及び水道施設の整備の支援を平成30年度より実施しています。

令和３年度からは、新たに簡易水道事業を交付対象とする制度拡充が行われました。 
 

＜財政支援を活用した取組事例＞ 

 
 

■水道情報活用システム導入支援事業 
 

  前述の「水道情報活用システム」を先進的に導入することにより情報の利活用を図り、業務の効率

化・高度化等を目指す水道事業者等を対象とした、厚生労働省の財政支援です。令和２年度から当面４

年度までに水道情報活用システムの導入事業を開始する水道事業者等に対し、上記モデル事業を活用し

た導入支援事業を実施しています。 

統合管理システム(仮)の
導入 

香川県広域水道企業団 

• 統合した県内水道において、配水システムと水質監視システムを統合した「統
合管理システム(仮)」を構築、ブロック内の管理水準を統一するとともに、全監
視データを共有。バルブの制御も可能とし、災害時等の信頼性を強化。 

• 各地点の水位、流量、水圧、水質など各種データを継続的に収集しデータベー
スを構築することにより、水運用の効率化を図り、水源の有効活用やポンプ運
転最適化を実現。 

スマート水道メーターの
設置 

豊橋市上下水道局 

• 市内全域の検針自動化に向けた先行取組として、宅地開発エリアにおいて全戸
にスマート水道メーターを設置。電力・ガスの事業者と連携し、水道・電気・
ガスの共同検針を導入することにより、検針業務の効率化を実現。 

• 取得したデータは、使用者に対する Web による使用水量・水道料金等の見え
る化サービスの提供や、漏水の早期発見などに利活用。 

AI による管路劣化診断の
実施 

朝来市上下水道課 

• 管路情報と土壌、地形情報等の環境ビッグデータを収集・解析して AI による管
路劣化診断を実施することにより、ターゲットを絞った最適な管路更新やア
セットマネジメントのレベルアップに活用。 

• 併せて、AI に管路台帳の不足項目（設置年、材質等）を補完させることによ
り、効率的な台帳整備を実施。 
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